
書
評
・
図
書
紹
介

水
野
治
太
郎

著

『「
経
国
済
民
」
の
学

日
本
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
ノ
ー
ト

』

麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）

川

久

保

剛

水
野
治
太
郎
氏
（「
生
と
死
を
考
え
る
会
・
全
国
協
議
会
」
副

会
長
、
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
╱
人
間
学
・
社
会
思
想
史
専
攻
）
の

関
心
は
つ
ね
に
、
廣
池
千
九
郎
の
可
能
性
の
中
心
に
向
け
ら
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
廣
池
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
前

期
に
か
け
て
学
者
（
法
学
・
歴
史
学
な
ど
）、
教
育
者
、
社
会
活

動
家
と
し
て
多
面
的
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
事
の

中
心
は
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
独
自

の
総
合
人
間
学
の
開
拓
に
あ
る
。
そ
の
教
え
は
現
在
、（
財
）
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
と
（
学
）
廣
池
学
園
（
麗
澤
幼
稚
園
・
中
学
・

高
校
・
大
学
）
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
水
野
氏
は
、
そ
の

「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
の
学
問
的
発
展
と
現
代
的
展
開
に

尽
瘁
し
て
き
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

そ
の
水
野
氏
の
探
究
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
著
作
に

結
実
し
、
つ
ね
に
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
研
究
の
最
前

線
を
切
り
開
い
て
き
た
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
時
代
の
課
題
や
社
会

の
要
請
、
そ
し
て
学
知
の
進
展
に
目
を
配
り
な
が
ら
、「
道
徳
科

学
」
の
可
能
性
に
迫
る
意
欲
作
で
あ
る
。

水
野
氏
の
学
問
方
法
の
特
色
は
、

他
者

と
の

対
話

に

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

デ
ィ
ア
ロ
ゴ
ス
（
対
話
に
よ
る
知
の
形

成
）

で
あ
る
。
そ
し
て
水
野
氏
が
こ
れ
ま
で

対
話

を
試
み

て
き
た

他
者

は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
に
、
総
合
人
間
学
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」

に
人
生
の
指
針
と
社
会
の
展
望
を
求
め
る
「
モ
ラ
ロ
ジ
ア
ン
」。

第
二
に
、
麗
澤
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
大
学
（
東
京

女
子
医
科
大
学
・
上
智
大
学
な
ど
）
の
学
生
た
ち
。
第
三
に
、

「
生
と
死
を
考
え
る
会
」
や
「
死
別
の
痛
み
の
分
か
ち
合
い
の
会
」

に
お
い
て
活
動
を
と
も
に
し
て
き
た
方
々
。
第
四
に
、
水
野
氏
が

委
員
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
っ
て
き
た
行
政
並
び
に
民
間
の

医
療
・
福
祉
関
係
者
の
方
々
。
水
野
氏
の
一
連
の
著
作
は
、
こ
れ

ら
多
く
の
人
々
と
の
息
の
長
い
、
全
人
的
な

対
話

の
果
実
で

あ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
『「
経
国
済
民
」
の
学

日
本
の
モ
ラ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
ノ
ー
ト
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
は
そ

の
水
野
氏
の
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
水
野
氏
は
こ
の
著
作
を

自
ら
、「
廣
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
め
ぐ
る
筆
者
の



長
年
の
模
索
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
水
野
氏
の
研
究
の
歩
み
を
概
観
し
、

そ
の
上
で
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

水
野
氏
の
最
初
の
著
作
は
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
は
ど
の
よ
う
な
科

学
か
』（
道
徳
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近

代
の
「
科
学
主
義
」
が
な
お
支
配
的
で
あ
っ
た
当
時
の
時
代
状
況

を
背
景
に
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
の
「
科
学
」
的
方
法

と
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
認
識
論
的
・
方
法
論
的
な
書
物
で
あ

る
。
と
は
い
え
同
書
は
、「
科
学
主
義
」
と
は
無
縁
で
あ
る
。
む

し
ろ
そ
れ
は
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
の
観
点
か
ら
、

「
科
学
主
義
」
に
対
す
る
批
判
的
な
見
方
を
提
起
し
た
書
で
あ
る
。

同
書
は
、「
ど
ん
な
に
科
学
主
義
が
支
配
す
る
時
代
に
お
い
て
も
、

世
界
観
ま
で
も
、
人
間
の
内
面
ま
で
も
科
学
主
義
化
す
る
必
要
は

な
い
し
、
ま
た
出
来
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
、
次
に
刊
行
さ
れ
た
『
心
を
開
く
』

（
廣
池
学
園
出
版
部
、
一
九
七
八
年
）
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
化
さ
れ

た
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
「
改
訂
版
刊
行
の
こ
と

ば
」（
一
九
八
三
年
）
で
は
、「
元
来
、
本
書
の
基
本
的
視
点
は
、
人

間
の
疎
外
状
況
、
す
な
わ
ち
人
間
性
喪
失
に
直
面
し
た
現
代
人

に
、
豊
か
な
精
神
を
回
復
す
る
方
向
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
創
建
者
、
広
池
千
九
郎
博
士
も
そ
う
し
た
事

態
を
見
通
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
解
決
策
を
提
示
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
こ
う
し
た
問

題
意
識
を
、
具
体
的
な
日
常
の
事
例
に
即
し
て
敷
衍
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
水
野
氏
の
研
究
は
、
近
代
社

会
を
生
き
る
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ

ジ
ー
）」
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

続
く
一
九
八
〇
年
代
の
水
野
氏
の
探
究
の
成
果
は
、
一
九
九
一

年
刊
行
の
『
ケ
ア
の
人
間
学
』（
ゆ
み
る
出
版
）
に
ま
と
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
は
、
時
代
の
転
換
期
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
は
、
そ
れ
ま
で
の
近
代
化
路
線
に
終
わ
り

を
告
げ
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（
脱
近
代
）

の
時
代
へ
と
進
み
始
め

た
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、
近
代
的
な
「
成
長
」
路
線
の

終
焉
と

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

の
「
成
熟
」
社
会
の
到
来
が
議
論
さ

れ
た
。『
ケ
ア
の
人
間
学
』
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
地
殻
変
動
を

背
景
に
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

の
「
成
熟
」
社
会
に
お
け
る
人
間

の
生
き
方
を
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
を
参
照
し
つ
つ
考

察
し
た
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
書
で
あ
っ
た
。
以
後
水
野
氏
は
、

ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
け
る
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
の

可
能
性
と
課
題

に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

意
味
で
同
書
は
、
こ
れ
以
後
今
日
に
至
る
水
野
氏
の
探
究
の
原
点

と
な
っ
た
書
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
時
代
の
変
化
の
波
を
他
に
先

駆
け
て
察
知
し
、
そ
の
先
端
に
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」

を
ぶ
つ
け
、
そ
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
可
能
性
や
問
題
点
を
大
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胆
に
指
摘
し
、
自
ら
そ
の
克
服
と
新
た
な
挑
戦
に
踏
み
出
し
て
い

く
姿
勢
は
、
水
野
氏
の
本
領
で
あ
る
。
同
時
に
そ
こ
に
は
、
前
述

の

対
話
（
デ
ィ
ア
ロ
ゴ
ス
）

の
学
問
方
法
や
、
画
然
た
る

社
会
的
責
任

意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
水
野
氏
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
。

さ
て
、『
ケ
ア
の
人
間
学
』
の
内
容
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見

て
お
こ
う
。
同
書
は
、「
ケ
ア
」
の
営
み
が
人
間
・
社
会
の
諸
活

動
の
基
礎
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
「
成
熟
」
社
会
の
確
立
に
向
け

て
更
な
る
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
多
様
な
観
点
か
ら

論
じ
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
論
点
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。「
他
者
」
へ
の
「
ケ
ア
」、「
世
代
間
の
ケ
ア
」、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」、「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
」、「
ア
ー
ト
（
技
）」、「
パ
ト
ス

の
知
」、「
総
合
の
知
」、「
ホ
モ
・
パ
テ
ィ
エ
ン
ス
（
病
ん
で
苦
悩

す
る
人
）」、「
生
と
死
」、「
宇
宙
の
生
命
原
理
」、「
老
い
」。
同
書

か
ら
は
、

生
・
老
・
病
・
死

を
貫
い
て
営
ま
れ
る
「
ケ
ア
」

の
営
み
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
同
書
で
は
じ

め
て
導
入
さ
れ
た
「
科
学
を
超
え
た
よ
り
開
か
れ
た
総
合
の
知
」

で
あ
る
「
人
間
学
」
と
い
う
学
問
方
法
は
、
以
後
の
水
野
氏
の
理

論
と
実
践
の
基
本
枠
組
み
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
『
ケ
ア
の
人
間
学
』
を
幹
と
し
て
、
三
つ
の
著
書

が
枝
分
か
れ
す
る
。『
成
熟
の
思
想
』（
廣
池
学
園
出
版
部
、
一
九
九
三

年
）
、『
弱
さ
に
ふ
れ
る
教
育
』（
ゆ
み
る
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
そ
し

て
『
心
を
癒
す
物
語

も
う
一
つ
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
入
門
』（
廣
池
学

園
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）
で
あ
る
。

水
野
「
人
間
学
」

の
森
は
、

こ
う
し
て
徐
々
に
そ
の
広
が
り
と
深
み
を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

『
成
熟
の
思
想
』
と
『
弱
さ
に
ふ
れ
る
教
育
』
は
、『
ケ
ア
の
人

間
学
』
の
考
察
を
基
礎
に
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
化
・
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
前
者
で
は
と
く
に
、「
宇
宙
自
然
に
支
え
ら
れ
て

い
る
人
間
」
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
と

く
に
、「
人
間
の
弱
さ
」
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。『

心
を
癒
す
物
語

も
う
一
つ
の
モ
ラ
ロ
ジ
ー
入
門
』
は
、『
ケ

ア
の
人
間
学
』
以
降
の
研
究
成
果
を
土
台
に
、
廣
池
千
九
郎
並
び

に
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
に
関
す
る
新
た
な
解
釈
の
地

平
を
開
拓
し
た
書
物
で
あ
る
。
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
当
然
な
が
ら
、
人
類
の
生
き
方
は

変
化
す
る
。
道
徳
の
役
割
も
内
容
も
ま
た
変
化
す
る
。
共
生
の
時

代
に
人
類
の
生
き
る
道
を
ど
う
示
す
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

国
難
を
前
に
し
て
の
強
い
広
池
千
九
郎
像
や
、
道
徳
実
践
が
生
存

と
か
か
わ
っ
て
必
死
な
も
の
と
意
味
づ
け
る
視
点
は
、
後
退
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
う
。
激
し
い
競
争
の
な
か
を
生
き
残
る
道
徳
論

と
、
共
生
の
た
め
に
積
極
的
に
他
者
に
か
か
わ
る
道
徳
論
と
は
異

な
る
。
明
ら
か
に
道
徳
論
の
組
み
替
え
が
必
要
だ
と
の
認
識
が
、

私
の
体
内
か
ら
ご
く
自
然
に
湧
き
起
っ
て
き
た
」。
同
書
で
は
、

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
根
ざ
し
て
、
廣
池
千
九
郎
の
生
涯
と
「
道



徳
科
学
」
の
理
論
に
流
れ
る
「
ケ
ア
の
心
」
に
新
た
な
光
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
に
簡
単
に
辿
っ
た
歩
み
の
延
長
線
上
に
、
こ
の
度

の
『「
経
国
済
民
」
の
学

日
本
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
ノ

ー
ト
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
が
位
置
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

序
」
で
は
「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
が
、
一
八
世
紀
に
西
欧

で
誕
生
し
た
人
間
・
社
会
・
政
治
・
経
済
の
あ
り
方
を
相
互
連
関

的
・
包
括
的
に
考
察
す
る
総
合
的
学
問
で
あ
り
、
近
年
の
学
問
再

編
・
統
合
の
動
向
の
中
で
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
日
本

に
お
け
る
代
表
的
な
継
承
者
と
い
う
観
点
か
ら
、
廣
池
千
九
郎
に

新
た
な
評
価
の
光
を
当
て
る
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た

そ
の
廣
池
の
試
み
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
法
学
者
・
穂

積
陳
重
が
紹
介
さ
れ
、
両
者
の
関
連
を
再
考
察
す
る
意
義
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
理
解
が
、
と
も
す
れ
ば
「
個

人
倫
理
」
的
な
側
面
に
重
点
化
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
批

判
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。
筆
者
は
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ

ー
）」
を
ふ
た
た
び
、
人
間
・
社
会
・
政
治
・
経
済
の
諸
領
域
を

包
括
す
る
「
経
国
済
民
の
学
」
と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
挑
戦
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
書
で
は
、「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
」、「
公
共
哲
学
」、「
経
国
済
民
の
学
」（「
経
世
」
で
は
な
く

「
経
国
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
国
家
」

論
に
対
す
る
不
当
軽
視
の
傾
向
に
対
す
る
批
判
意
識
に
由
来
す

る
）
と
い
う
用
語
が
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
同
書
は
、
第
一
章
「
公
共
世
界
を
築
き
上
げ
る
も
の
」、

第
二
章
「
公
共
的
倫
理
と
し
て
の
「
他
者
へ
の
ケ
ア
」」、
第
三
章

「
穂
積
陳
重
と
廣
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
三
章
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
復
活
の
意
味
」、「
国
家

的
公
共
性

愛
国
心
の
問
題

」、「
日
本
版
モ
ラ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
」、「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
特
色
」、「
一
九
世
紀
の
科
学
的

（
進
化
論
的
）
倫
理
学
衰
退
の
理
由
」、「
こ
れ
か
ら
の
モ
ラ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
」
な
ど
の
論
点
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
倫
理
の
基
礎
は
自
然
に
あ
り
」
と
い
う
現
代
の
「
自
然
主

義
的
倫
理
」
の
潮
流
に
論
及
し
な
が
ら
、
廣
池
に
見
ら
れ
る
「
自

然
主
義
的
」
傾
向
（
た
と
え
ば
「
自
然
の
法
則
に
従
う
」
と
い
う

発
想
）
を
再
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
た
い
へ
ん

斬
新
で
あ
り
、
今
後
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
研
究
の

一
つ
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
本
誌
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
六
二
号
（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
掲

載
の
伊
東
俊
太
郎
（
科
学
史
・
比
較
文
明
学
）「
創
発
自
己
組
織

系
と
し
て
の
自
然
」
に
も
水
野
氏
と
同
様
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

参
照
を
願
い
た
い
。

本
章
で
は
ま
た
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
、「
モ
ラ
ル
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サ
イ
エ
ン
ス
」
が
最
終
学
年
の
必
修
科
目
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
心
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
注
目
に
値

す
る
。
水
野
氏
は
、
廣
池
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
を

建
学
理
念
（「
知
徳
一
体
」）
の
基
盤
と
す
る
麗
澤
大
学
で
四
〇
年

間
に
わ
た
り
、「
道
徳
科
学
」（
一
年
次
必
修
科
目
）
と
い
う
科
目

を
担
当
し
て
き
た
。
こ
れ
は
文
字
通
り
廣
池
の
「
道
徳
科
学
（
モ

ラ
ロ
ジ
ー
）」
を
扱
う
科
目
で
あ
る
。
筆
者
は
、
麗
澤
大
学
の

「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
教
育
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
と

し
て
果
た
し
う
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
現
在

麗
澤
大
学
で
は
、「
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
今

後
の
「
道
徳
科
学
」
科
目
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
水
野
氏
の
問
題
提
起
は
検
討
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
章
は
、「
公
共
的
倫
理
と
し
て
の
「
他
者
へ
の
ケ
ア
」」
と

題
し
て
、「
他
者
の
た
め
に
生
き
る
」、「
廣
池
千
九
郎
の
出
発
点

歴
史
的
考
察
と
比
較
的
方
法

」、「
穂
積
八
束
と
の
関
わ

り
」、「『
伊
勢
神
宮
と
我
国
体
』」、「
他
者
中
心
の
「
配
慮
の
倫

理
」
へ
」、「
公
共
倫
理
と
し
て
の
「
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
」」、

「
公
共
世
界
に
お
け
る
ケ
ア
の
倫
理

「
か
か
わ
り
」
と
「
つ

な
が
り
」

」、「「
つ
な
が
り
」
と
し
て
の
ケ
ア
理
論
」
な
ど

の
論
点
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
章
も
注
目
に
値
す
る
知
見
が
い
く
つ
も
提
起
さ
れ
て
い
る

が
、
廣
池
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
の
中
心
的
内
容
で

あ
る
「
慈
悲
寛
大
自
己
反
省
」
の
原
理
を
「
公
共
世
界
」
の
倫
理

と
し
て
再
構
成
す
る
取
り
組
み
は
本
書
な
ら
で
は
の
創
造
的
な
試

み
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
は
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ

ー
）」
の
問
題
点
と
可
能
性
が
新
た
な
相
の
下
に
浮
き
彫
り
に
さ

れ
、
今
後
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
研
究
に
向
け
て
斬

新
な
問
題
提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
論
述
に
は
、

『
ケ
ア
の
人
間
学
』
以
降
の
研
究
の
成
果
が
惜
し
む
こ
と
な
く
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
本
書
の
白
眉
と
い
え
よ
う
。

ま
た
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
本
格
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
廣

池
の
国
学
者
と
し
て
の
側
面
に
光
を
当
て
た
議
論
も
見
逃
す
こ
と

は
出
来
な
い
。
な
お
こ
こ
で
の
「
国
学
」
は
、「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
」
に
通
じ
る
性
格
を
持
つ
学
問
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
ま
た
こ
の
論
点
は
、
次
の
第
三
章
の
考
察
の

布
石
と
も
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
第
三
章
「
穂
積
陳
重
と
廣
池
千
九
郎
の
モ
ラ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
」
で
は
、「
穂
積
陳
重
と
「
生
成
」」、「
穂
積
陳
重
「
法

律
進
化
論
」
の
特
色
」、「
廣
池
千
九
郎
が
穂
積
陳
重
か
ら
受
け
た

影
響
」、「
法
律
の
「
人
類
化
・
世
界
化
」
と
人
類
道
徳
へ
の
進

化
」、「
権
利
主
義
法
学
論
の
受
容
の
仕
方
」、「
稿
本
「
法
理
学
講

義
録
」
の
こ
と
」、「
歴
史
法
学
・
比
較
法
学
」
と
い
っ
た
節
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
章
の
主
題
は
た
だ
一
つ
、
穂
積
の
「
法
律
進
化
論
」
と
、

廣
池
の
「
道
徳
進
化
論
」
と
し
て
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ

ー
）」
の
共
通
性
の
解
明
と
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
影
響
関
係
の



跡
付
け
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
も
論
じ
ら
れ
た
「
自
然
主
義
的

倫
理
」
が
、
両
者
の
「
進
化
論
」
の
根
底
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
ま
た
そ
の
背
景
に
は
、
穂
積
に
お
い
て
も
、
廣
池
に
お
い

て
も
、
国
学
の
「
生
成
」
思
想
か
ら
の
影
響
が
存
在
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
法
律
」・「
道
徳
」
の
「
進
化
」

の
最
高
到
達
点
と
し
て
、「
法
律
」・「
道
徳
」
の
人
類
「
共
通
化
」

の
道
を
志
向
し
て
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、『
ケ
ア
の
人
間
学
』
以
降
の
研
究
成
果

を
基
礎
に
、「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
を
現
代
的
文
脈
に
お

い
て
有
用
な
「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
し
て
再
構
築
す
る
上

で
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
と
問
題
点
を
孕
ん
で
い
る
の
か
、
と
い

う
問
い
を
探
究
し
た
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
仕
事
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
水
野
氏
は
「
あ
と
が
き
」
で
本
書
を
、
故
・
永
安
幸
正

氏
（
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
麗
澤
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
各

教
授
を
歴
任
）
が
中
心
的
に
関
わ
り
刊
行
さ
れ
た
『
総
合
人
間
学

モ
ラ
ロ
ジ
ー
概
論
』（
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
九

月
）
の
「
姉
妹
編
」
と
し
て
「
位
置
づ
け
て
も
ら
え
れ
ば
有
難

い
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
所
以
は
、「
あ
と
が
き
」
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
か
ら
は
、
ま
さ
に
「
学
問
救
世
」（
柳
田

國
男
）
に
邁
進
し
て
顧
み
る
こ
と
な
き
二
人
の
学
者
の
人
間
的
魅

力
と
学
問
的
迫
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
「
道
徳
科
学
（
モ

ラ
ロ
ジ
ー
）」
研
究
へ
の
尽
き
る
こ
と
な
き
情
熱
と
責
任
感
を
併

せ
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
野
氏
の
新
た
な
問
題
提
起
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く

の
か
、
今
後
の
「
道
徳
科
学
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
）」
研
究
の
真
価
が

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
書
評
者
も
そ
の
輪
の
中
に
積
極
的
に

加
わ
っ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
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